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SDGsとは、2001年に策定されたミレニアム開発目
標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミッ
トで採択された「持続可能な開発のための2030ア
ジェンダ」にて記載された2016年から2030年まで
の国際目標です。

国際社会全体の開発目標であるSDGsの策定には、国際
赤十字も深く関与しており、赤十字では目標の達成に
も貢献しています。そのため、今回の指導情報で取り
上げる青少年赤十字活動において関連性の高い目標を
それぞれ掲載しました。

■ 持続可能な開発目標（SDGs）とは？

■ 赤十字活動とSDGs
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※本誌の内容は、原則として 2022 年 3 月 31 日時点のものです。
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日本赤十字社  青少年赤十字 100年の歩み

　　

日本縦断活動紹介

100 周年全国の活動の見える化

100周年に寄せてメッセージ

青少年赤十字（Junior Red Cross ）とは

青少年赤十字のオンライン活動

卒業生からのメッセージ

やさしいこころをみつけよう

■ SDGs 17の目標
1  貧困をなくそう
2  飢餓をゼロに
3  すべての人に健康と福祉を
4  質の高い教育をみんなに
5  ジェンダー平等を実現しよう
6  安全な水とトイレを世界中に
7  エネルギーをみんなにそしてクリーンに
8  働きがいも経済成長も
9  産業と技術革新の基盤をつくろう
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コロナ禍における子どもの「気づき、考え、実行する」

10  人や国の不平等をなくそう
11  住み続けられるまちづくりを
12  つくる責任つかう責任
13  気候変動 に具体的な対策を
14  海の豊かさを守ろう
15  陸の豊かさも守ろう
16  平和と公正 をすべての人に
17  パートナーシップで目標を達成しよう

滋賀県守山市立守山小学校長
青少年赤十字全国指導者協議会 会長

田中 滋規
青少年赤十字で紡いだ夢
ネパールで見つけた夢

目次／赤十字活動と SDGs ほか 教育現場で使える青少年赤十字教材

日本赤十字社は持続可能な開発目標（SDGs）に貢献しています。

青少年赤十字 海外支援事業（IYCP）
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道徳教育と青少年赤十字の関わり

経過報告
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　「コロナ禍」という言葉を、この 2 年間で何回書い
たり話したりしたことでしょう。学校現場では、毎
日感染予防に四苦八苦しています。行事の中止・内
容変更のみならず、授業形態そのものの変更も余儀
なくされています。しかしながら、目の前の子ども
たちは日々成長しており、「旬の時に旬のことを学
ばせる」必要があり、「コロナが収まってから学ばせ
れば良い」というものではありません。学びに適切
な時期を逃したら、取り返しがつかないのです。こ
う考えると、教育界のコロナ禍は、いつしか感染拡
大が収まり、世の中が平穏に戻った後に新たに始ま
るのではないかと危惧しています。
　さて、暗い話からさせていただきましたが、この
ような制限のある学校生活の中でも、本校の子ども
たちは現状に応じ、青少年赤十字の態度目標であ
り、本校の教育目標を具現化した合言葉である「気
づき、考え、実行する」に沿った活動を見せてくれて
います。その中の例を、少し紹介します。
　年に 2 回、異学年の子ども同士が遊びを通して交
流する「縦割り遊び」。どんな遊びを計画するかは、
各学級の話し合いに委ねられています。以前なら

「小さな学年の子でも楽しめる遊び」や「顔と名前を
覚えられるような遊び」という観点が遊び選びのポ
イントでした。しかし、今では「接触しない遊び」「密
集しない遊び」「大声を出さない遊び」というポイン
トから話し合いが進み、それ相応の遊びを考え出し
て実行しています。また昨年度の「委員会祭り」と呼
ばれる集会で各委員会が迷路やクイズといった
コーナー展示をした際には、待っている人が密集す
るのを防ぐために床に待機線を引いたり、一度に
ゲームに参加できる人数を数えて制限したり、使用
した器具を直ぐに子どもらが消毒したりといった
動きがみられました。さらには、給食のメニューに

コロナ禍における子どもの「気づき、考え、実行する」 滋賀県守山市立守山小学校長

田 中  滋 規

魚の「ぶり」が登場した時に、「ぶりは体長１ｍくら
いです」というメニュー紹介の放送を聞いたある委
員会が、ちょうど運動会が近かったこともあり 1ｍ
の「ぶり」の模型をいくつか作成して、運動会当日に
その模型をプラカードにして「たっぶり距離をとろ
う」「隣とぶり 2 匹分（2ｍ）の間隔を空けよう」と呼
びかけるという子どもらしい発想も見られました。
　ここに挙げた一例は、児童がコロナ禍の現状に対
して、自ら「気づき・考え・実行」した証です。そう
考えると、「制限・我慢」を強いられている学校生活
の中でも、子どもらなりにたくましく育っている一
面がみられてうれしく思います。
　当初は、世間は「コロナと戦え」「コロナに負ける
な」「我慢して乗り越えよう」というキャッチフレー
ズに満ち溢れていました。しかし、昨今は「With コ
ロナ」「コロナと共存」「新しい生活様式」等、勝ち負
けではなく現状を見据え、その中でどう価値のある
自分らしい生活・生き方をしていくかに考えがシ
フトしています。こんな時期だからこそ、現状に「気
づき・考え・実行する」子どもの育成が重要であり、
青少年赤十字の活動、精神の意義が問われる時に
なっているのではないかと感じます。
　折しも、本校は今年青少年赤十字発祥 100 周年を
迎えます。コロナ感
染拡大が収まること
を 願 い つ つ、「気 づ
き・考え・実行する」
本校の子どもたちの
活動の成果をみなさ
ん に 発 信 で き る よ
う、引き続き青少年
赤十字活動を進めて
まいります。

青少年赤十字全国指導者協議会 会長
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【JRC の動き】

▶1914（大正3）年～　
第一次世界大戦をきっかけに
カナダやアメリカ、オーストラ
リア、イタリアで青少年赤十字
が結成される

1914 1920 1925 1930
● 第一次世界大戦始まる
（1914年）

● ロシア革命
（1917年）

● べルサイユ条約調印
（1919年）

● 関東大震災
（1923年）

● 世界恐慌
（1929年）

● 満州事変
（1931年）

● 二・二六事件
（1936年）

● 第二次世界大戦
　始まる(1939年)

雑誌「少年赤十字」（1927 年 4 月号）
表紙絵は岡本帰一。執筆陣には
村岡花子、巖谷小波の名も少年赤十字団旗 守山小学校での国内初の少年赤十字結団式

第一次世界大戦中、各国の赤十字社の協力によりカナダやア
メリカ、オーストラリアなどの児童・生徒が、それぞれの赤
十字社を通じて兵士やその家族に慰問品等を送る活動を行
いました。それが青少年赤十字活動の先駆けとされていま
す。1920（大正 9）年にジュネーブで開かれた第 1 回赤十字社
連盟総会で「少年を養成すべし」と決議。1922（大正 11）年の第
2 回連盟総会において「少年赤十字」の目的や組織形態が決ま

第一次世界大戦を契機に始まった青少年赤十字活動。アメリ
カ青少年赤十字はその後もさまざまな活動によって戦争で疲
弊したヨーロッパの児童のための支援を行い、これが大きな
反響を呼び、国際的な青少年赤十字の発展のきっかけとなり
ました。その後、交流が活発化しました。写真はアメリカ赤
十字社から日本赤十字社に贈られた救急キットです。ふたの
裏側には「School Box」とあり、1921 年の発行年が記された教
本も添えられています。
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日本赤十字社  青少年赤十字 100 年の歩み　

アメリカ赤十字社からの贈りもの第一次世界大戦と少年赤十字　

りました。同年、国内で
最初の少年赤十字団が滋
賀県の守山小学校で結成
され、以降、加盟校が全
国で増えていきました。

▶1926（大正15）年
雑誌「少年赤十字」創刊

※赤十字 WEB ミュージアムより

▶1922（大正11）年
赤十字社連盟第２回総会で目的・組織
形態を決議

コラム 2コラム 1

大正3年 大正9年 大正14年 昭和4年

NSW State Archives 所蔵

▶1922（大正11）年
滋賀県守山市立守山小学校（当時、野州郡守
山尋常高等小学校）で国内初の少年赤十字団
を結成

▶1921（大正10）年　
日本赤十字社本部規則が改正され、所管事
項に「少年赤十字」が加わる

▶1920（大正９）年　
第１回赤十字社連盟総会で事業の方向性を
示す決議が採択
「すべての赤十字社は赤十字事業のためにそ
の国の少年を養成すべし」

第一次世界大戦時、前線の兵士のために靴下を編
むオーストラリアの公立小学校の生徒たちと教員
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第一次世界大戦終結後の 1922（大正 11）年、滋賀県守山市立守山小学校で少年赤十字団が結成され、日本で
の青少年赤十字活動がスタートしました。それから 100 年、日本赤十字社の青少年赤十字活動の歩みを、
時代の移り変わりの中で振り返ってみます。

1945 1950 1960
● 第二次世界大戦終結
(1945年)

● 日本国憲法公布
（1946年）

● 戦後の学制改革
（1947年）

● 朝鮮戦争始まる
（1950年）

● サンフランシスコ講和条約
（1951年）

● 日本、国際連合に加盟
（1956年）

日本赤十字社は、感染症の流行に際して、治療だけでなくポ
スターや刊行物による啓発活動にも力を入れてきました。

日本赤十字社  青少年赤十字 100 年の歩み　

● 東京オリンピック開催
（1964年）

▶1962（昭和37）年
指導主事対象青少年赤十字　
研究会 開始

▶1964（昭和39）年
青少年赤十字賛助会（現在の全国青少年赤十
字賛助奉仕団協議会）発足

▶1954（昭和29）年
在日アメリカン・スクールの青少年団員との
日米トレーニング・センターを開催

▶1956（昭和31）年
トレーニング・センター指導者
養成講習会 開始

▶1956（昭和31）年
第１回青少年赤十字中央
講師養成講習 開催

▶1957（昭和32）年
青少年赤十字第１回スタディー・
センター 開催　

「咳やくしやみをするときは
ハンケチで口鼻をおさへませ
う」と い う シ ン プ ル な メ ッ
セージを打ち出したこのポス
ターは、大正末期から昭和初
期にかけて子どもたち向けの
公衆衛生の教育ツールとして
作 成 さ れ た も の の 一 つ で、
ヨーロッパでも高く評価され
ました。

ヨーロッパでも評価された感染症
予防啓発ポスター

▶1947（昭和22）年
アメリカ赤十字社から、オードレイ・
H・バセットが本社青少年赤十字課の
専属顧問として着任

▶1948（昭和23）年
第１回トレーニング・センター開催
（神奈川・岡山）

1950（昭和 25）年、滋賀県大津市雄琴小学校で行ったトレーニング・センター

1965（昭和 40）年、高校生トレーニング・センター

コラム 3

昭和20年 昭和25年 昭和35年

1922( 大正 11) 年に滋賀県・守山小学校少年赤十字団が結成
されて以降、全国に順次加盟校が増えていきました。第二次
世界大戦後は、アメリカ赤十字の顧問団の支援により、新し
い学校制度のもとで再出発。令和 3 年現在の加盟校は 14,502
校 ( 幼稚園、保育所、小中高、特別支援学校含む )。奉仕活動、
老人ホームの訪問、国際交流・親善、リーダーシップ・トレー
ニング・センター（リーダシップの養成を目的とした集合研
修）などの多彩な青少年赤十字活動を通じて、赤十字の精神
は大きな広がりを見せています。

国内での「青少年赤十字の広がり」コラム 4

1979（昭和 54）年、中学校・高校メンバートレーニング・
センター
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【JRC の動き】

1970 1980 1990 2000 2010

リーダーシップ・トレーニング・センター（トレセン）は、赤
十字・青少年赤十字活動への理解を深めると共に、集団生活
の中でリーダーとして必要な資質を身に付ける青少年赤十
字の中で最も特徴のある教育プログラムのひとつ。戦後ま
もない 1948（昭和 23）年に第 1 回トレセンが北は神奈川県、
南は岡山県に、全国から参加者が集い開催されました。現在
も各都道府県の青少年赤十字活動が毎年夏休み期間等を利
用して行われています。「気づき・考え・実行する」主体性の
あるリーダーシップの育成を図っています。

お小遣いを節約して、世界中の苦しんでいる同世代の子どもた
ちのために募金活動をすることで「奉仕」の心を学び、「国際理解・
親善」を図る。それが青少年赤十字の「一円玉募金」です。集めた
募金を、支援対象国で本当に必要な形で活用してもらえるよう、
現地赤十字の人々などと話し合って使い道を決めることが大き
な特色です。高校生メンバーが現地で募金がどのように使われ
ているかを見聞することを通して、将来につなげる学びの機会
とする「平成30年度青少年赤十字海外支援事業スタディーツ
アー」を実施しました。

�������������������������������
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日本赤十字社  青少年赤十字 100 年の歩み　

● オイルショック
（1973年）

● 大阪万博開催
（1970年）

● ベトナム戦争終結（1975年）

● アフガン侵攻始まる（1979年）

● イラン・イラク戦争(1980年)

● 東欧革命・ベルリンの壁崩壊（1989年）

● 阪神・淡路大震災（1995年）
● アメリカ同時多発テロ(2001年)

● 東日本大震災
  （2011年）

● 湾岸戦争（1991年）

▶1970（昭和45）年
東南アジア汎太平洋地域
青少年赤十字国際セミナー
（こんにちは'70）を日本で開催

▶1971（昭和46）年
青少年赤十字中央審議会を設置、
青少年赤十字の振興を推進

▶1984（昭和59）年
ネパール支援のため
「一円玉募金」活用開始

▶1990（平成２）年　
「青少年赤十字健康
安全プログラム」を設定

▶1993（平成5）年　
青少年赤十字・赤十字奉仕団
全国交流集会「はじめの一歩」開催

▶1995（平成7）年　
全国の青少年赤十字加盟校が阪神・淡路
大震災のための募金活動などを展開

▶1998（平成10）年　
青少年赤十字創設75周年・赤十字奉仕団
創設50年の記念事業開催

▶1997（平成9）年　
教師のための国際人道法ガイドブック作成

「一円玉募金」と海外支援事業の歩み　リーダーシップ・トレーニング・センター

▶2015（平成27）年　
青少年赤十字防災教育プログラム
「まもるいのち　ひろめるぼうさい」
（小・中・高校生向け）発行

まもるいのち　ひろめるぼうさい
（小・中・高校生向け）

コラム 5 コラム 6

昭和45年 昭和55年 平成2年 平成12年 平成22年

※詳しくは卒業生メッセージ（P.21）を確認ください。



6

2019 2022

日本赤十字社  青少年赤十字 100 年の歩み　

● 熊本地震(2016年)

● 西日本豪雨(2018年)
● 新型コロナウイルス感染症の流行（2020年～）

▶2018（平成30）年　
「ぼうさいまちがいさがし 
きけんはっけん！」（幼稚園・保育所向け）発行

▶2020（令和２）年 
「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう」制作
オンラインによる国際交流集会や、スタディー・
プログラムを実施

▶2021（令和3）年 

▶2022（令和4）年　　
青少年赤十字創設100周年
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地 震

令和元年 令和4年

経済の高度成長が続く 1970 年以降、環境や医療・福祉の問題など、
赤十字として取り組むべき課題が新たに生まれました。日本各地で災
害が起こり、新型コロナウイルス感染症の影響がある中、様々な活
動を継続してきました。

青少年赤十字創設 100 周年を記念した
SNS 企画参加者募集中！

青少年赤十字は、「青少年赤十字創設 100周年SNS企画」として、
2022年１月から同年12 月まで、公式インスタグラムで写真や動画
の投稿を募集しています。

テーマは上記の通りで、動画と写真どちらでも投稿可能です。青少
年赤十字加盟校のメンバー、青少年赤十字指導者（青少年赤十字賛
助奉仕団を含む）、青少年赤十字関係者なら、誰でも参加できます

（※未成年の場合は保護者の同意が必要）。参加にあたってはホー
ムページで参加要項をご覧ください。
また、「#JRC100th」で検索し、投稿に対して、「♡いいね！」やコメン
ト、シェア等でリアクションすることもできます。
地域に根差した全国の青少年赤十字メンバーの日々の活動や青
少年赤十字への想いを「見える化」できる場として是非ご活用く
ださい。

まずは公式アカウント
「juniorredcross_tsc_japan」を

フォロー！

#JRC100th 検  索

日本赤十字社 長期ビジョン

日本赤十字社は、2027 年 5 月 1 日の創立 150 年に向けて、時代と
共に変化するこれからの社会課題やニーズに柔軟に対応し、赤十
字としての使命を果たし続けていくために、将来目指す姿やそれ
を実現するための長期戦略、行動指針等を示した「日本赤十字社 
長期ビジョン」を策定しました。

目指す姿と長期戦略～創立 150 年に向けて～

「日本赤十字社 長期ビジョン」全体像 
日本赤十字社が取り組む社会課題

・ 災害や紛争から人々が守られる社会づくり
・ 人々の健康・福祉を支える地域づくり
・ 互いを思いやり、助け合い、尊重し合う社会づくり

目指す姿

国内外における人道支援活動の“要”となり、
わが国の地域医療・血液事業の中核を担う赤十字

とりわけ青少年赤十字では、多様化が進む社会における人道
の輪の拡大に取り組み、多様な価値観が誕生し「互いに尊重
し、助け合う」社会を目指します。

豊かな心をもった青少年の育成強化

これからの教育現場のニーズに即した「青少年赤十字」活動
の再編

「不登校」や「いじめ」等の学校が抱える問題解決の一助とな
る人道教育の展開
地域社会とのつながりを体感できる新たな「青少年赤十字」
活動の導入

#７原則
#私の考える青少年赤十字 
#赤十字ゆかりの地

#気づき考え実行する
#健康安全
#奉仕
#国際理解親善

▶
▶

▶
▶
▶▶

▶

青少年赤十字創設100周年直前
令和３年度スタディー・プログ
ラムを開催

メンバーの皆さんが参加できる
ダンス企画を準備中

インスタグラムやホームページ
で最新情報をチェック！

2022年
ダンス

学校の授業や文部科学省の
教材に活用された「新型コ
ロナウイルスの３つの顔を
知ろう」

2021 年 10 月にオープンした「赤十字 WEB ミュージアム」は
〈所蔵品紹介〉〈赤十字ヒストリー〉〈特別企画〉の 3 つの入口か

ら赤十字の歩みを見ることができるオンライン博物館です。
〈特別企画〉の第 1 弾は「感染症と赤十字～治療と予防の歴史

コラム 7 赤十字WEBミュージアムで
青少年赤十字の特別企画展

～」。新学期を迎える 4 月からの第 2 弾企画は「青
少年赤十字」を予定。指導者の方々は必見です！

https://www.jrc.or.jp/webmuseum/
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100周年全国の
活動の見える化

青少年赤十字は2022年に創設100年を迎えました。スローガン「未来
のあなたへ、やさしさを。」を掲げ、100周年事業として地域に根差した
活動を全国で展開しています。100周年グッズは、のぼり、ロールアップ
バナー、缶バッジ、シール、寄せ書き旗やパネル等があります。青少年赤
十字加盟校や全国の支部を中心に、賛助奉仕団や地域のボランティアの
方々と連携して行う、13の活動メニューをご紹介します。

詳しくはこちら

※今後も様々な特色ある100周年活動が実施されますので、詳しくはHP等でご確認ください。

青少年赤十字創設100周年の取
り組みには、あなたの活動を、「つ
なぐ」「つづける」「つくる」ための
13の活動メニューがあります。
日々の青少年赤十字活動以外に
どんなことをすればよいのだろ
う、と考えてしまうかもしれませ
んが心配ありません。チャートを
試してみれば、あなたに合った気
軽に始められる活動メニューが
きっと見つかります。

日々の赤十字活動は
充実した取組ができ
ていると思う

Start はい
はい

はい いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ　　
いいえ　　

いいえ　　

いいえ　　

いいえ　　

いいえ　　

いいえ　　

いいえ　　

いいえ　　

いいえ　　

いいえ　　

あなたは何から始める？13の活動
2
3

7
9

11

8 10

1 5

1 6

4 8

7 9

11 13

10

12

13
11

よく考えを
まとめてから
行動するタイプだ

新しいものは
何でも興味がある

周りからは
ポジティブな性格
だと言われる

人前にでると
がぜんやる気が
出る

普段の活動で
使えるアイテムが
ほしい

アイデアや
活動を考えるのが
好きだ

文章を書くのが得意

人の話を聞くのは
ためになると思う

何か始めるならじっくり
取り組み、大きな活動に
していきたい

物おじしない

北海道

青森県

岩手県

山形県

新潟県

石川県 富山県

滋賀県
岡山県

広島県
山口県

大分県

宮崎県
熊本県

鹿児島県

福岡県

栃木県

長野県
山梨県

静岡県
三重県

兵庫県

香川県

高知県

奈良県
徳島県

和歌山県

愛知県

宮城県

福島県

群馬県
茨城県

埼玉県
千葉県

神奈川県
東京都

秋田県

岐阜県
福井県

鳥取県
島根県

愛媛県
佐賀県

長崎県 沖縄県

京都府

大阪府

つなぐ つづける つくる
新たな歴史を生きる力を育む活動を

Connect Continue Create

子どもたちの絆・思い・活動を

青少年赤十字創設100周年事業の活動紹介
日本赤十字社都道府県各支部で行われている100周年事業の活動のうち、
代表事例のいくつかをご紹介します。

■ 秋田県支部 
100周年を記念し、奉仕団
と加盟校の生徒がアーム
カバー作りでコラボレー
ションを実施（活動⑥）。

■ 三重県支部 
100周年を記念し、
実践目標をテーマ
としたポスターコ
ンクールを開催
（活動⑤）。

■ 大阪府支部 
周年事業の準備として、大
阪赤十字会館で「青少年赤
十字100周年事業実行委
員会を開催（活動⑤）。

■ 山口県支部 
100周年記念の航空写
真で人文字をドローン
で撮影（活動（活動⑤）。

■ 広島県支部 
広島県内の児童・
生 徒 達 で100万
羽おりづるプロ
ジェクトを実施
中（活動⑥）。 ▶
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のぼり/バナーを加盟校に
掲げる

ブロック内や県内で実践目標ごとの活動を計
画し実行してみましょう。活動している写真

青少年赤十字活動の際はのぼり
やバナーを掲げてみましょう。
活動している写真をホームペー
ジ やSNSに「＃JRC100th」を
つけて掲載してみましょう。
青少年赤十字活動を見える化
し、全国でつながりましょう。

青少年赤十字バッジや100周年記念バッジを
着けてみましょう。
同じものを着用することで、全国のメンバーと
つながりましょう。

実践目標ごとの統一運動 バッジの着用

周年記念展示会・
イベント等の実施

青少年赤十字創設100周年のスローガン「未来
のあなたへ、やさしさを。」について考え“あな
た”へ手紙をおくってみましょう。
手紙の相手“あなた”は、家族・お友達・先生・
未来の自分であったり、自由に選びましょう。
手紙の一部や活動を写真にとりホームページ

青少年赤十字創設100周年をお祝いする周年記
念展示会やイベント等に参加してみましょう。
青少年赤十字メンバーの皆さまが工夫してイベ
ントを計画し実行してみるのも良いでしょう。
新たな歴史をつくっていくのは、あなたです。

青少年赤十字活動として日々行う活動を見え
る化する場をつくってみましょう。

手紙等を送り優しさに
ついて考える活動

青少年赤十字活動の
見える化

都道府県各支部にある寄せ
書き旗に想いを記す

青少年赤十字経験のある日赤職員から話を聞
いてみましょう。講演を聞きながら、未来の自
分を想像してみましょう。
今自分たちが行っている活動をつづけると、将
来どのように役立つか考えてみましょう。

青少年赤十字100周年の旗へ寄せ書きをして
みましょう。
県内や全国の青少年赤十字メンバーや指導者
等関係者が一斉に想いをつなぎます。
記載する内容は優しさあふれる“あなた”への
メッセージや、未来へのメッセージ、目標など
自由に選ぶことができます。
各県や学校で決めて実行してみましょう。

青少年赤十字賛助奉仕団とのコラボイベント
に参加してみましょう。
話を聞きながら、過去と未来の自分を想像して
みましょう。
青少年赤十字の活動がずっとつながっている
ことを知りましょう。
賛助奉仕団会長のメッセージはP9をチェック！

青少年赤十字活動の
経験がある日赤職員が講演

賛助奉仕団とのコラボ
教え子との対談

SNS企画

「青少年赤十字創設100周年」をつけることで、
様々工夫を行い、歴史を深く知り、未来を想い、
今の活動に取り組みましょう。地域に根差し
た活動がつづいていることを知りましょう。

青少年赤十字創設100周年に公開された
公 式 イ ン ス タ グ ラ ム（ア カ ウ ン ト：
juniorredcross_tsc_japan）をフォローしSNS
企画に応募してみましょう。

青少年赤十字創設100周年を記念に、青少年赤
十字に関する古いグッズを集めてみましょう。
家族や親せき、知り合いが青少年赤十字の経験
者かもしれません。
経験者からお話しを聞くことや活動に参

「青少年赤十字創設
100周年」を付け事業を実施

これまでの青少年赤十字活動を振り返ってみましょう。
「私の考える青少年赤十字」を紙に書いてみましょう。
他のメンバーと意見を交換してみましょう。
写真や動画にとり、ホームページやSNSに
「＃JRC100th」をつけて投稿してみましょう。

メッセージ「私の考える青少年赤十字」

青少年赤十字の古い
グッズ集め

をホームページやSNS
に「＃JRC100th」をつけ
て掲載してみましょう。
実践目標をもとに活動を
つづけましょう。

7

11 1210

13

1

4

7 8 9

5 6

2 3

やSNSに「＃JRC100th」を
つけて掲載してみましょう。

加をするこ
とで、青少年
赤十字への
理解が深ま
ります。
許可をとり
グッズを写真
にとり、ホー
ムページやSNSに「＃JRC100th」をつけて投
稿してみましょう。
青少年赤十字の活動が昔からつづいているこ
とを知りましょう。

ハッシュタグ「＃JRC100th」を検索
し、全国のメンバーが行う活動を知り
ましょう。良いなと思った投稿に、「い
いね！」や「コメント」をつけてリアク
ションしてみましょう。自分たちが活動する写
真をホームページやSNSに「＃JRC100th」を
つけて投稿する記事をつくってみましょう。

100周年全国の活動の見える化

つなぐつなぐ

つくるつくるつくる

つづけるつづけるつづける

つづける

つなぐ

つなぐ

つなぐつづける

賛助奉仕団員と支部
職員が協力し、看板プ
レートを加盟校に貼
付する活動を実施中
（長崎県支部）。

活動している写真をホームページ
やSNSに「＃JRC100th」をつけて
掲載してみましょう。
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青少年赤十字 
創設100周年に寄せて

　創設100周年、おめでとうございます。
　賛助奉仕団員の多くは、長い間、学校現場の青少年赤十字の指
導者として活躍した仲間です。当時を振り返り、感慨深いものが
あります。
　私は青少年赤十字全国指導者協議会の会長として、1998 年 10
月に開かれた青少年赤十字創設 75 周年記念「国際交流集会」に
参加し、そこで戸惑いと、強い衝撃を受けました。学校経営の忙
しさを理由に青少年赤十字と真剣に向き合ってこなかったこと
に気づき、資料を読み、子どもを見つめ、教師たちと話し合い、
実践する日々を重ねていました。
　退職後、当然のように青少年赤十字賛助奉仕団（当時賛助会）

　私は、青少年赤十字加盟校の岡崎市立矢作中学校に2002年か
ら2010年まで9年間勤務していました。体育の授業を担当した
ほか、バレー部の顧問として活動していました。矢作中学校では
当時、青少年赤十字の活動としてアルミ缶回収などのリサイク
ル活動を全生徒参加で行い、また、生徒会を中心とした生徒が隣
接する高齢者養護施設へ出向き、ゲームや本の読み聞かせなど
を定期的に行っていました。学級担任をしていた私も活動によ
く参加していました。
　2008年頃、バレー部に入部した1年生の中に、東京オリンピッ
ク2020で活躍した石川祐希選手がいました。石川選手は、ずば
抜けた運動神経があり、また、とても優しい心の持ち主でした。
バレー部ではキャプテンを務めていたのですが、常にチーム全
体に気を配り、コミュニケーションをとるよう心掛けていたよ
うで、試合中に仲間がミスをすると「次に集中！」などと声掛け
することでチームを盛り上げていました。
　全国大会などで挨拶する際、彼は今まで支えてくれた両親や
兄弟、教師や友人に対しての感謝を口にしていました。昨年、新
型コロナウイルス感染症の拡大でオリンピック開催が危ぶまれ
ていた時期に、石川選手は日本全国の小中高生に向けて「今、あ
なたが伝えたい『感謝の気持ち』」を募集し、自身のインスタグラ
ム・公式アカウントに掲載する活動を行ったそうですが、これ
なども彼らしい行動だと思います。

100周年に寄せてメッセージ

石川選手を育ててくれた
青少年赤十字の態度目標
「気づき、考え、実行する」

岡崎市教育委員会　
学校指導課指導研修係　係長　

全国青少年赤十字賛助奉仕団協議会
　　

に加入しました。現職でやりきることができなかった思いと、青
少年赤十字の魅力にひかれたからに違いないのです。
　現在、全国の青少年赤十字賛助奉仕団員数は、3,700名を数えて
います。
　発足は1964年です。全国青少年赤十字賛助奉仕団協議会の信
条は、1988年に制定されました。
１　青少年赤十字の充実発展に協力奉仕する。
１　赤十字思想に普及啓発に努め、平和な社会に実現に寄与する。
１　志を同じくする人々と手を取り合い研鑚に努める。
　全国の都道府県で組織され、地域に即した活動をおこなってい
ます。さまざまな悩みや課題を抱えながらも、青少年赤十字を応
援したいという信条のもとにあるのです。その信条を支えている
のは、『指導理念のすばらしさ』にあると考えます。実践を通して
子どもたちの姿の中に体感した経験を共有しているからです。
　100周年を機に、青少年赤十字の関係者と連携をはかりながら、
持続可能な支援ができることを願っています。

　青少年赤十字の態度目標に「気づき、考え、実行する」がありま
すが、私はバレー部の部員たちにこの言葉の重要性を伝えてき
ました。気づく目と行動力を身につければ、試合中でも相手を冷
静に観察できるようになり、自分のプレーに活かすことができ
るようになると指導してきました。
　中学時代の石川選手の態度を思い出してみると、私の言って
いたことを理解し常に意識において日常生活を過ごしてくれて
いたのではないかと感じることがあります。
　また、「気づき、考え、実行する」は、私にとっても大切な言葉で
す。顧問になったばかりの頃の私は、技術や戦術を手取り足取り
教えることに熱心でした。一度大会で大負けしたことがあり、そ
のとき相手チームの選手が常に会話していることに気づき、こ
のままではいけないと思いました。自分たちで考え、話し合って
試合に臨めるチームにしようと指導方針を変えたところ、良い
結果が出せるようになりました。
　青少年赤十字の態度目標や活動が、学年を問わずどのような
場面でも活用できる素晴らしいものであることを私は身をもっ
て経験しています。未来を生きていく子どもたちにとり、これか
らの時代は自分で考え選択することが一層問われるようになり
ます。私たちはこれからも青少年赤十字を応援していきます。
　創設100周年、本当におめでとうございます。

青少年赤十字創設 100 周年にあたり、さまざまな方面からお祝いの言葉をいただい
ています。ここではお二方のメッセージをご紹介します。

藤田 伸朔会長

淺井 貞人
（前 岡崎市立矢作中学校教諭）
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　ネパールは、2015年に発生した大地震の影響もあり、全国
で衛生環境が悪化し、手洗い場の減少、感染症の流行が確認さ
れています。子どもたちが衛生的な行動を身につける知識と
技術を得て、家庭やコミュニティに普及すること等を目的に、
ネパール赤十字社と協力し支援を実施しています。
　対象の地域はシャンジャ郡とパルバト郡の学校と隣接する
地域です。
　新型コロナウイルス感染症の拡大はネパールでも大きな影
響を及ぼしており、ネパール赤十字社の全スタッフが感染防止
への対応に動員されることとなりました。そうした状況下に
あっても、衛生の危険性に関する情報伝達、適切な手洗いの方
法など衛生に関する行動変化、個人の衛生状態改善を目的とし
た活動を続けています。

　バヌアツは地震や津波、洪水、火山噴火など様々な災害の危
険にさらされている国です。しかし、教育機関における防災教
育は不十分で、生徒は防災や災害時の対応についての知識を
持たない状況にあります。本事業はバヌアツ国内すべての学
校で防災の授業をカリキュラムに統合し、災害への備えを強
化することを目的としています。
　バヌアツ赤十字社が主体となる本事業で、防災に関して生
徒、教員や学校委員会のメンバーの意識改善を図るため、様々
な取り組みを行いました。
　例えば、州教育事務所や16の対象校とのパートナーシップ
を強化し、ユースボランティアによるピアエデュケーション
（同じ立場の仲間どうしによって行われる共同作業）や学校を
拠点とした地域での研修、全国的なキャンペーンなどを通し
て防災教育を実施しました。
　また、2016年10月に噴火したヤスール火山の近くにある
3つの学校を対象に、防災教育を実施しました。はじめに教

～子どもたちが集めた募金を活用して途上国の子どもたちへ思いやりを～

「青少年赤十字海外支援事業（International Youth Cooperation Project（IYCP）」
は、日本の青少年赤十字メンバーの奉仕の精神を醸成して、対象国の赤十字・赤新
月社の子どもたちの健康・安全の確保を図り、国際理解・親善を推進することを目
的としています。ネパールとバヌアツを対象に、2017年から2019年の3年間、支
援を行ってきました。さらなる支援が必要とされたため、第2次３カ年事業を
2020年7月から開始しました。これまでの活動を報告します。

持続可能な水と衛生環境を
つくる教育事業

災害へ備える防災
教育事業

　具体的には、生徒たちがより衛生的な行動を身に着けられ
るよう、120名を対象にしたIYCP説明会、156名を対象にし
た新型コロナウイルス感染症予防のオリエンテーションを実
施しました。
　また、コミュニティ全体で衛生改善に取り組むためにも活
動しました。衛生パンフレットや個人防護用セットを配布、み
んなが使える公共の手洗い場を7カ所設置、手洗い啓発ポス
ターの掲示、さらに協力してくれるボランティア178名を集
めました。2023年6月までに事業の目的を達成するため、活
動を継続していきます。　

青少年赤十字海外支援事業（IYCP）経 過 報 告

師、学校委員会のメンバー、赤十字職員やボランティアを対象
に防災、減災、準備、対応、レジリエンス（復興）、リハビリテー
ションを含む防災研修を行い、小・中学校のカリキュラムの一
部として、児童生徒と家族等の意識と理解を深めるための取り
組みを進めました。
　さらには、ユースボランティアはネットワークを強化し、災
害弱者の生活改善についての取り組みを行いました。バヌア
ツ赤十字社は本事業を通じて100人以上のユースボランティ
アを採用し、研修を実施した結果、4つの州でユースクラブを
設立しました。それにより、災害による被災者の減少が期待で
きます。
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道徳教育と青少年赤十字の関わり

やさしいこころをみつけよう
いじめや不登校は学校現場において大きな問題となっています。こうした課題へアプローチできる教科とし
て「道徳」が挙げられるでしょう。そして「道徳」の考え方は、青少年赤十字の目標と一致するところがありま
す。日本赤十字社や青少年赤十字活動の事例を通して、いじめや不登校が起きにくい環境を整える取り組みで
ある、青少年赤十字活動の有用性について紹介します。

　日本赤十字社本社で、2019年11月23日（土）に「いじめと
不登校」をテーマに「青少年赤十字指導者中央講習会」を開催
し、各都道府県の指導者が参加しました。
　まず、日本赤十字国際人道研究センターの角田敦彦副所長
が登壇し、人間の安全保障と「いじめ」の関連性などについて
解説しました。そのなかで、「いじめ」は学校特有の問題では
なく人間の尊厳にかかわる社会的な問題であると指摘し、学
校教育における国際人道法学習教材の活用と普及に関する研
究結果を発表しました。
　群馬県高崎市教育委員会の飯野眞幸教育長による講演で
は、「いじめ問題」と学校のリスクマネジメントのエキスパー
トの立場から、いじめ防止のために必要な視点や取り組み事
例が示されました。いじめを未然に防止することの重要性に
触れ、高崎市教育委員会で作成した「学校におけるいじめ防
止プログラム」について紹介。いじめ防止のポスター作製や

いじめ防止プログラムの年間計画
テーマ学習、校内研修、PTAによるいじめ防止セミナーなど
年間を通した活動があり、SNSでのいじめ防止の取り組みや
いじめ防止推進本部の設置など、具体的な取り組みについて
の解説がありました。最後に、いじめ問題への取り組みにお
いて、「命の大切さ」「思いやり」「自主性とリーダーシップ」を
育む青少年赤十字の活動を取り入れることが有効だと語り
ました。

青少年赤十字指導者中央講習会

青少年赤十字機関紙（小学校）
497号（平成19年3月30日）
ぼくたち、わたしたちに

できることがきっとあるはず

青少年赤十字機関紙（中・高合併号）
498号（平成19年3月30日）

いのちを考える  ICRCのEHLから

青少年赤十字機関紙（小学校）
503号（平成20年8月20日）

角度を変えて街をよ～く見てみましょう

青少年赤十字機関紙（中・高合併号）
510号（平成22年3月1日）

ひとつの決断が何を変えたのだろう

青少年赤十字では、さまざまな発行物などを通じて、「いじめ防止」に関するメッセージ
を伝えてきました。ここではその一部を紹介します。「いじめ防止」など

本社（東京都）
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やさしいこころをみつけよう

　福島県立平工業高等学校では、生徒会が中心となり、新型
コロナウイルス感染症対策の飛沫防止等を自主的に企画・運
営し、生徒が快適に学校生活を送れるための取り組みを行い
ました。
　これは、コロナ禍で学校が長期間休校となり、遅れた学習
を取り戻すために同校の図書館を活用して欲しいという思い
から、生徒たちが自主的に始めたものです。飛沫防止のため
の衝立を製作して図書館に設置し、さらに近隣の中学校にも
衝立を寄贈しました。また、「君が守れば、コロナに勝てる」と
いうスローガンを考案し、横断幕を作って感染防止の啓発を
進め、校舎内の除菌活動を実施しました。

　また、ボランティアを行う他校との交流も積極的に行って
います。愛媛県の高校で、間伐材を利用して楽器のカホン（ペ
ルー発祥の箱型の打楽器）を製作していることを知り、22台
のカホンを製作しました。今後、このカホンを使った演奏会
を開催する予定です。

　和歌山県立熊野高等学校 熊野サポーターズリーダー部は
人道教育の一環として、自動体外式除細動器（AED）を使う際、
救護の様子が周囲に見えないよう上半身を隠す「AEDシー
ト」を作成しました。上富田町内でAEDを配置しているうち
69カ所へのシートの配布活動と取扱説明書を寄贈しました。
　この活動は、2011年の紀伊半島大水害で被災したことを
教訓に生かそうと始められたものです。2年前に「すべての命
を救うプロジェクト」を立ち上げ、町内のAED設置施設の
マップ作りや心臓蘇生術の啓発活動を行う中で、部員らは「女
子生徒には胸などの露出を気にしてAEDが使われにくい傾
向にある」ことを知りました。緊急の際にどうしたら抵抗感
なくAEDを使えるかについて検討し、患者の姿が周囲に見
えないようにする「AEDハートフルシート」の開発を始めま
した。全国各地で反響があり、静岡県の医師からは「浜松市で

中学生に心肺蘇生術の講習会を24年行っており、女子の
AED使用率がいまだ３割も満たないことを危惧していた。全
国に広げてほしい」と連絡がありました。また長野県のオリ
ンピック組織委員会関係者からも、「イスラム教徒の選手に必
要なので送付してほしい」という要望があり、寄贈しました。

　大分県の大分・別府地区高等学校青少年赤十字メンバー
は、一人暮らしをしている高齢者に少しでも温かい気持ちで
お正月を迎えていただくために、手紙を贈る取り組みを行い
ました。
　生徒らは例年、年末になると、もちつきを行って一人暮ら
しの高齢者にお届けする行事を続けていました。しかし、新
型コロナウイルス感染症拡大の影響によりこの活動が中止
となったため、ほかの活動ができないかと考えた末、手紙で
思いを伝えるというアイデアに至りました。
　それぞれの生徒が校内で書いた手紙を日本赤十字社大分
県支部の担当者に渡し、地区の民生委員の方に配布していた
だきました。配られた手紙は206通、高校生メンバーの参加

数は118名という大規模での活動となりました。
　高齢者の方へ直接手紙を渡すことまではできませんでし
たが、手紙を読まれた方からお礼の返事が届くなどの交流も
あり、それぞれの想いをしっかりと伝えることができた活動
となりました。

“やさしいこころ”から始まったコロナ対策　中学校へ衝立寄贈
 

～人道教育の一環～“すべての命を救いたい”という願いから開発されたAEDシート

高齢者に手紙で想いを届ける「赤十字愛の手紙」～思いやりのこころから～

福島県立平工業高等学校　生徒会

（和歌山県）和歌山県立熊野高等学校　熊野サポーターズリーダー部

大分・別府地区 高等学校青少年赤十字メンバー

事例03

（大分県）事例04

 （福島県）
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道徳教育と青少年赤十字の関わり

やさしいこころをみつけよう
　「道徳」は、小・中学校における教育課程の中に組み込まれている教科の一つです。新学習指導要領で
「特別な教科」となった道徳の目的は、道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を育てることであり、これ
はまさに青少年赤十字の態度目標「気づき」「考え」「実行する」と一致するものです。青少年赤十字の導
入が、道徳授業にさまざまな面で応用できる点について紹介します。
　また、とくに「防災」に関しては、児童・生徒が知識と行動力を身につけ自らのいのちを守ること、そ
して他者への思いやり、やさしさやいのちの大切さを学びとる力といった道徳心を育むための指導を
行っています。こうした防災道徳の事例についても紹介します。

青少年赤十字の考え方や教材と特別な教科「道徳」との結びつき

　「まもるいのち ひろめるぼうさい」には、道徳の授業
で使われることを前提とした指導案・ワークシートが
収録されています。ここで紹介するのは作文教材「あり
がとう」です。
　手紙には、被災地の児童がたった一人で地震の大きな
揺れから体を守っている時の恐ろしさ、家族や親戚の手
助けでいのちが守られたこと、大切な家族を失った悲し
みが綴られています。まわりの人々に支えられて生き
ている自分の生命の尊さを知り、力強く生き抜こうとす
る心を育むことを狙いとした授業です。まず資料を読
んで感想を発表し、話し合いの方向を掴んでもらうよう
にします。
　その後、「わたし」の行動や気持ちについて考えさせ、
自分のいのちを大切にするとはどういうことなのか話
し合います。最後に、狙いに沿った総括を教師が行い
ます。

　日本赤十字社本社は2021年６月５日、令和3年度青少年
赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター指導者養
成講習会「青少年赤十字活動と道徳指導～ JRC教材を活用し
て～」をオンラインで開催し、全国から教職員や学校関係者
が参加しました。
　前いわき市立菊田小学校長の松本光司先生による講義は、
青少年赤十字教材を活用した道徳指導について理解を深め、
青少年赤十字活動で子どもたちの優しさや思いやりの心を
育て「いじめのない社会」の実現に向けた取り組みを考える
ことが狙いです。
　初めに参加者が抱える課題について質問した後、青少年赤
十字防災教育プログラムを使った道徳指導の活用案について

の紹介がありました。教材使用やアクティビティを行った児
童・生徒が気づきを得たのち、どのようなテーマを持った授
業を行うとよいのかとの松本先生の問いかけに対し、「協力」
「友情」「より良い学校生活の充実」といった意見がありました。

～特別な教科「道徳」と青少年赤十字の関わり～

青少年赤十字の教材「まもるいのち ひろめるぼうさい」を活用した道徳指導例①

表 紙

指導案のワークシートを収録

ご活用ください！　
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やさしいこころをみつけよう

　グループワーク教材「防災コミュニケーションワークショップ」も、「まもる
いのち ひろめるぼうさい」に収録されています。「BCW竹ひごタワー」は、数
人がチームとなり、竹ひご、マスキングテープ、紙粘土を使ってタワーを作り、
ボール（紙粘土）のてっぺんの高さを競う活動です。
　災害時、予想もできないことが次々に起こる状況の中では、「意見を出し合
える関係をつくること」「協力すること」「状況を冷静にとらえること」「判断し
て決定していくこと」が大切です。この活動には、コミュニケーションによっ
て生まれる能力を引き出す狙いがあります。単に運ぶスピードの速さやアイ
デアの優劣をチームで競うことが目的ではなく、大切なのはプロセス（過程）
だということを気付かせるワークショップです。

　コロナ禍においてよりよく生きようとする大切さを理解し、健康に生活で
きる喜びや、周囲の人への気づきや感謝する気持ちを養うことを狙いとした
授業です。
　まず、なぜマスクをつけているか考え、学習シートに意見を書き込みます。
そして、「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう」を読み、「病気」と「不安」が
あることを確認します。そのうえで、第3の顔「差別」について考えます。さら
にこの「差別」を封じ込めるために何ができるのかを考えていきます。学習
シートにメモを書き込むとともに２～ 3人に発表してもらいます。

　近年、自然災害が頻発し、防災教育のニーズが高まってい
ます。青少年赤十字では、人のいのちを大切にするという「人
道」の観点からこれまでにさまざまな形で防災教育に取り組
んできました。地域に根差した防災への取り組みとして、日
本赤十字社福井県支部では、地域の加盟校と連携し、防災教
育の実践を進めています。

　坂井市教育委員会は、自然災害に備える知識と経験を習得
し、防災学習や避難所生活の体験を通して協調性や自主性、
自立性を育てる「防災合宿」を地域と連携し開催しています。
2020年度から実施されているこの取り組みは、子どもたちと
地域の結びつきを強くしながら、地域コミュニティ構築を図
るとともに、未来を担う子どもたちを育むことを目的とした
もので、今年度は市内の４つの小学校で開催しました。
　坂井市立明章小学校では、2021年６月25日に、6年生児童

21人が防災合宿に参加しました。子どもたちは、嶺北丸岡消
防署による応急担架作りや起震車で震度７を体験したほか、
夕食では災害時の食事体験として、坂井市赤十字奉仕団丸岡
分団とともに高密度ポリエチレンの袋（ハイゼックス）を使っ
てカレーライスを調理しました。
　体育館に自分たちで組み立てたダンボールベッドで宿泊し
た子どもたちは、「災害の恐ろしさを学べてよかった」、「少な
い水でハイゼックスを使ってカレーが作れることが分かっ
た」と話し、普段は恵まれた環境で生活ができていることに感
謝していました。子どもたち、地域のボランティア、そして行
政が一体となって災害時に自助と共助のスキルを学びつつ、
地域全体を思いやる道徳心をはぐくんでいます。

地域一体となり、避難所生活体験を通した防災道徳意識の醸成

「新型コロナウイルスの3つの顔を知ろう」で「病気」「不安」「差別」を学ぶ道徳指導例③
 

青少年赤十字の教材「まもるいのち ひろめるぼうさい」を活用した道徳指導例②

 （福井県支部）事  例

BCW竹ひごタワー

（2020年4月作成）

■「まもるいのち ひろめるぼうさい」 https://www.jrc.or.jp/volunteer-and-youth/youth/document/
■「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう」 https://www.jrc.or.jp/saigai/news/200326_006124.html

教材はこちらから
ダウンロードできます



15 Junior Red Cross 2022Information

青少年赤十字のオンライン活動
毎年全国で行われる対面での会議、研修など青少年赤十字活動の多くは新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止の観点から、2021年においては制限付きでの実施と
なりました。
しかし、青少年赤十字の活動はさまざまな形で継続されています。オンラインを
活用し、工夫を凝らしたいくつかの支部の活動を紹介します。

　福島県の高等学校指導者協議会は7月10日（土）、県の青少年赤十
字リーダーシップ・トレーニングセンター（以下、トレセン）を2年
ぶりに開催し、10校17名の生徒が参加しました。午前中は救急法、
非常時に向けた炊き出しのための実施訓練演習や、赤十字概論の講
話を行い、午後はフィールドワークを行いました。
　救急法ではペットボトルを利用した心肺蘇生を学びました。炊き
出し演習は、事前に参加者へ送付したハイゼックス炊飯袋を活用し
て、実際にお米と水を入れて空気を抜くまでの作業を実践しました。
　午後のフィールドワークでは、ブレイクアウトルーム機能を活用し、
各ホームルームにスタッフが訪問し関門をクリアしていくという形式
で実施しました。ホワイトボード機能を活用し、1つの画面を皆で共有
しながら、皆で協力して絵を完成させるなど、オンラインだからこそ楽

福島県支部 オンラインでもフィールドワークができると確信！

埼玉県支部
～コロナ禍でのストレス解消法を語り合う～

しめる工夫が多く
あり、HRの仲間と
協力して積極的に
活動することがで
きました。
　指導者の先生方

　富山県支部は8月３日（火）、高校生を対象とした青少年赤十字高
等学校リーダーシップ・トレーニング・センター（以下、トレセン）を、
開催しました。「新型コロナウイルスの3つの顔を知ろう！」と題し
た講義のあと、人道や３つの顔教材についての支部作成のオリジナ
ルのワークシートを用いてグループ討議を行いました。県内の青少
年赤十字加盟校4校から参加した生徒たち28名と5名の指導者が4
つのHRに分かれて、活発な意見が交わされました。講義を受けて、
参加者からは「自分の中には第１の敵、利己心がいると気づき、自分
の行動で何が起こるか想像して、広い視野を持ち、人のこ

とを思いやること
のできる人間にな
りたい」といった声
がありました。指
導者の先生からも
良い反応が多く得
られました。

　埼玉県支部は8月28日（土）、中国紅十字会香港支部（香港赤十字）
との国際交流を開催しました。
　香港赤十字ユースから15名、埼玉県支部高校生青少年赤十字メン
バーから12名が参加したこのプログラムでは、「コロナ禍で新しい
生活様式が求められるなか、友人と外で遊べなくなるとストレスを
感じ、体に不調が現れる」という声があったことから、ストレスに対
処する方法やメンタルヘルス、セルフケアの促進などについて話し
合い、それぞれが行っているストレスの解消法について意見交換し
ました。香港側からはヨガやストレッチ、埼玉側からは充分な睡眠や
YouTubeの視聴等が有効だと異なる意見や方法が寄せられ、文化や
高校生活の違いなどの相互理解を深めることができました。
　参加者からは、「看護科に通っているので、香港赤十字のコロナ対
応のお話がとても有意義だった」「香港の人たちの文化を感じること
ができました」という感想がありました。また、オンラインでの国際

交流については、
「コロナ禍でも工夫
次第でできること
があると感じまし
た」「画面を通して
交流できるから直
接会えなくてもさ

01

02 香港赤十字とオンラインで国際交流！

富山県支部
～「新型コロナウイルスの3つの顔を知ろう！」の講義～

03 ワークシート活用でオンラインでも活発かつ円滑な議論！

からは「この体験が大切。リモートでも繋がることで楽しむことが
できた」「高校生の感受性の豊かさを感じた」等、誰でも気軽に参加
できるオンラインの良さを感じることができたトレセンでした。
　その後、非常時を想定し、学校でハイゼックス炊飯を実践し試食を
行ったり、自分たちで救急法のビデオを作成して文化祭で発表する
など活動が広がりました。

びしくないです」というように、制約のある環境下での気づきがあっ
たようです。
　今回は香港赤十字側がホストを務めましたが、埼玉県メンバーか
らは、「主催者側の経験も積んでみたいです」という積極的な意見が
ありました。
　国際理解・親善を深めるために、オンラインの活用も含めた工夫
をして、活動を引き続き行っています。

　メンバー同士でより深く長く続く関係性を築くため、来年は対面
とオンラインでのハイブリッドのトレセンを実践していく予定です。

事 例活 動 ×オンライン


















